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まとめ

連絡 ○

情報の表示が時系列ではない
ので、過去のお知らせなども簡
単に見つけることができる。ま
た、ロールの設定ができるので、
教員のみがお知らせを掲載する
ことができるなどの制限をかける
ことができる。しかし学生側の利
用頻度や魅力が高くないので、
そのお知らせを見るとは限らな
い。
Moodle:掲示板機能を利用

○

学生の利用頻度や魅力が高い
ので、お知らせなどを細めに
チェックする可能性が高い。しか
し、情報の表示が時系列なの
で、過去のお知らせなどを探す
ことは難しい。
Facebook:グループ内の投稿機
能を利用

課題の連絡など何回か確認す
る可能性が高い情報に関して
はLMSを利用し、それ以外の
軽い連絡についてはSNSを利
用した方がよい。

情報共有 ○

掲示板などで情報の共有をする
ことができるが、学習者以外から
の関与は発生しない。
Moodle:掲示板機能を利用

◎

日常の中で簡単に情報を投稿
できるようなデザインになってい
るので、学習者自ら情報共有を
する可能性が高い。
Facebook:グループ内の投稿を
利用

問題がない限りは、SNSで情報
共有をした方がよい。

議論 △

データの保持ができるので、次
年度に参照をすることができる。
ただ学習者同士の交流は工夫を
しない限り発生しにくい。
Moodle:掲示板機能を利用

◎

コメント機能などを利用すること
で容易に意見交換を行える。ま
たグループを公開することで、学
習グループ以外からのコミュニ
ケーションも発生する。ただ、
データの保持はサービスが終了
すれば、二度とみることができな
い。
Facebook:グループ内の投稿機
能と投稿に対するコメント機能
を利用

議論の内容を確実に次年度も
確認できるようにする必要があ
る場合などを除いて、SNSを利
用した方がよい。

成果物
管理

◎

ロールの設定ができるので、提
出した課題が他の学習者には閲
覧できないように設定することも
できる。また、データの保持がで
きるので、提出された課題などを
半永久的に保管することがで
き、次年度に役立てたり、ポート
フォリオで利用することができ
る。
Moodle:課題機能を利用

△

投稿をする際にファイルを添付
することで課題の提出などはで
きるが、データの保持や過去の
情報の検索が困難である。ま
た、ロールの設定ができないの
で、他の学習者が提出した課題
を閲覧できないように設定したく
てもできない。
Facebook:グループ内の投稿機
能のファイル添付機能を利用

他の学習者が提出した課題に
対してコメントをするなどの共
同学習の場合はSNSでもよい
が、LMSを利用した方がよい。

成績管理 ◎

成績管理をするための機能が実
装されているので、容易にでき
る。
Moodle:評価機能を利用 ×

SNSのはそのような機能がなく、
あったとしてもデータの保持がで
きない。
Facebook:該当なし

SNSには成績管理の機能はな
いので、LMSを利用した方がよ
い。
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